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市 の 人 口 
	

男 25,524人 
	

世 帯 数 	14,370 

	

52,632人 
	

女 27,108人 
	

（昭和55年 4 月1日現在）住民基本台帳から 

「車に気をつけて」 

新―年生に安全帽贈る 

「車に気をつけ、元気で学校へ」 

春の全国交通安全運動 2日目の 4 月 7日、市立中央

小学校（櫛引清校長）の新しい 1年生94人に交通安全

の黄色い帽子が贈られました。 

これは、市が新入生の交通安全を願って毎年贈り続

けているもので、今年は18校、約 900 人に贈られまし

た。 

この日は、寺田市長はじめ岩井警察署副署長、尾崎

交通安全協会会長らがそろって同校を訪れ、入学式の

席上寺田市長が、 「車に気をつけ、ケガのないよう元

気に通学して下さい」 と励ましたあと、新1年生一人

一人に黄色い帽子をかぶせてやり、交通安全を呼びか

けました。 

〔写真=4月 7日、市立中央小学校で〕 



ロ
放
送

日
時
 
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日
「
 

午
後
四
時
五

十
五
分
か

ら
五
時

ま
で
の
五
分

間
 

「五
所
川
原

市
だ
よ
り
」
 

ロ
放
送
局

名
 
青

森
放
送
（

R
A
B
)
 
'
 

「広
報
ご

し
ょ
が
わ
ら
」
 

ロ
放
送
局

名
 
青

森
テ
レ
ビ

（
A
T
V
)
 

ロ
放
送
日
時
 

毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日
、
 

午
前
七
時
三
十

五
分
か
ら
七
時

四
十
分

ま
で

の
五
分
間
 

墓地の購入者を募集 
長者森平和公園 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」の

購入者を募集しています。 

ロ募集区画 	170区画 

ロ墓地面積 	1区画5ii 

ロ永代使用料 	110, 000円 

ロ管 理 料 

ロ受 付 け 

常時受け付けしています 

申し込みと同時に、水代使用料と管理料を納付 

していただきます。 

ロお間い合わせ 

詳しくは、市都市計画課（容5/2 1 1 1番‘内 

線233番）へお問い合わせドさい 

L 本 費 

26ui2,459j7 JF'l 

24.9一 

民 り． 費 

23億9, 4647j81' 

22.7/ 
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国庫支出金 

27億3,978万5千円 

26% 

諸収入その他 

14億3,279万1千円 

13.6% 

県支出金 
5億3,903万8千円 

5.1% 
区画整理事業 	 19,443 

街路整備事業 	 16,419 

葬斉苑（火葬場）建設事業 14,600 

病院事業会計への助成金 13,000 

公園整備事業 	 12.000 
~ 

55 年度 
重点施策 

3 教育・文化・体育の振興 

公民館建設事業 	47.000 

学校給食費 	 34,236 

重要文化財復元事業 	5. 342 

看護婦養成費 	 2,898 

栄小プール建設事業 	2,525 

視聴覚ライフラリー整備事業 403 

市
政
テ
レ
ビ

広
報
を
 

ご
視
聴
下
さ
い
 

歳 入 

105億5.550万1千円 

100% 

市 税 

21億5,108万7-千ドl 

20.4% 

市
の
昭
和
五
十
五
年
度
の
一
般
会
計
予
算
 
備
充

実
、
②
産
業

・
経
済
の
振
興
、
③
教
 

額
が
、
歳
入
歳
出
と
も
百
五
億
五
千
五
百
 
育

・
文
化
・
体
育
の
振
興
を
施
策
の
柱
に
 

五
十
万
一
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。
 

掲
げ
、
健
康
で
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
 

こ
れ
は
、
五
＋
四
年
度
の
当
初
予
算
額
に
 

く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
 

比
べ
て
十
五
億
九
千
四
百
八
十

一
万
円
増
 

ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

の
一
七

・
八
％
の
伸
び
率
で
す
。
 

以
下
に
歳
入
歳
出
の
構
成
状
況
と
施
策
三
 

新
年
度
は
、
令
」
市
民生
活
関
連
基
盤
の
整
 
本

柱
の
重
点
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
 

地方交付税 

21億7,900万円 

20.6% 



か
ら
午
後
二

時
三
十
分
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公

民
館
 

ロ
と
き
 
五

月
二
十
八
日
（
水
）
午
前
ト
 

時
か
ら
午
後
二
時
三
ト

分
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市

中
央
公
民
館
 

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

市

・
市
民
相
談
室
 

ロ
と
き
 
五

月
十
四
日

（
水
）
午
前
十
時
 

五
月
は
、

次
の
日
程
で

開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
ド
さ
い
。
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昭和55年度特別会計 

国民健康保険事業堪定 22億4,074万4千円 

市立高等看護学院 	3,689万7千円 

長者森平和公園造成事業 	522万5千円 

水道事業会計 

収益的収入 	3億7,480万円 

収益的支出 	3億1,589万5千円 

資本的収入 	6億5,500万円 

資本的支出 	8億8,348万4千円 

病院事業会計 

収益的収入 	22億1,745万円 

収益的支出 	22億1,745万円 

資本的収入 	1億2万円 

資本的支出 	 9,800万7千円 

2 産業・経済の振興 

1 市民生活関連基盤の整備・充実（単位万円） 

下水道事業 90 ,616 

市営住宅建設事業 56 ,167 

道路整備事業 43 ,343 

消防事務組合への負担金 38 ,735 

塵芥処理及び廃棄物処理事業 25 ,174 

普通建設事業費 

34億9,333万8千円 

" 33% 一 

中小企業特別融資対策貸付金 15,000 

農業構造改善事業 

（農業構造改善センター建設事業10,084) 

農道整備事業 

地域農政特別対策事業 

自給飼料生産総合振興対策事業 

広域農道整備事業 

9 ,920 

5.722 

2,501 

1 .064 

扶 助 費 

211.凱'335万6千円 

20% 

歳 出 
（性質別） 

105億5,550万1千円 

100% 

人 件 費 

16億94万1千円 

15.2% 

補助費等 

9億2,575万円 

8.8% 

物件費 
8億9,1認万S刊月 

8.4% 

, 

轟

移
動
・
巡
回
相
談
所
 

「子供が熱を出したら」 

みんなの健康教室 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
 
「み
ん
な

の
健
康
教
室
」
が
次
の
日
程
で
開
か
れ

ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
聴
講
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
 

ロ
と
き
 
四
月
ニ
ト
五
日
（
金
）
午

後
一
時
か
ら
 

了
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
ホ
ー
ル

コ
テ
ー
マ
 
，
十
供
が
熱
を
出
し
た
 

『ら
 

本
年
度
も
「
み
ん
な
の
健
康
教
室
」
 

は
毎
H
第
四
金
曜
目
に
開

か
れ
ま
す
。
 

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ
れ
た
方
に

は
、
修
了
証
書
と
記
念
品
を
差
し
L
げ

ま
す
。
 



元
町
町
内
会

（
葛
西良
一
町
内
会
長
）
 

は
こ
の
ほ
ど
 
「く
ら
し
と
行
政
」
を
テ
 

ー
マ
に
研
修
会
を
開
き
、
多
様
化
す
る

現
代
社
会
で
の
住
民
と
行
政
の
あ
り
方

を
学
び
ま
し
た
。
 

研
修
会
に
は
、
竹
内
収
入
役
、
岩
田

水
道
課
長
、
長
谷
川
清
掃
公
害
課
長
も

出
席
、
そ
の
な
か
で
町
内
会
と
行
政
は

お
互
い
に
も
っ
と
相
手
の
立
場
を
理
解

協
力
し
合
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
席
上
 
「ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
婦
人
の
集
い
」
に
参
加
し
た
小
田
桐

欣
子
さ
ん
が
、
集
い
で
の
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。
 

必要な理解と協力 
元町町内会で研修会 
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（
国
で
す
式
ポ
日
ツ
レ
富
 

）
 

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ

・
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
開
設
 

．一」
利

用
下

さ
い
 

市
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
栄
 

・

松
島

・
中
川
の
三
支
所
を
廃

止
、
連
絡
業
務
等
は
す
で
に
設

置
、
あ
る
い
は
設
置
予
定
の
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

交
通
網
の
整
備
 

等
に
よ
り
 

三
支
所
を
廃
止
し
た
の
は
、
 

三
支
所
と
も
に
本
庁
と
の
距
離

が
比
較
的
近
い
こ
と
。
 し
た
が
 

っ
て
、
最
近
の
交
通
網
の
整
備

と
相
ま
っ
て
自
動
車
、
電
話
の

普
及
が
著
し
く
、
市
街
地
と
農

村
部
の
交
流
が
活
発
に
な
っ
た

こ
と
。
さ
ら
に
、
昨
年
四
月
か

ら
支
所
の
収
納
事
務
引
き
揚
げ

後
と
く
に
三
支
所
は
、
連
絡
業
 

務
が
主
体
と
な
っ
て
設
置
の
意

味
が
薄
ら
い
だ
こ
と
等
に
よ
る

も
の
で
す
。
 

廃
止
後
の
連
絡

業
務
等
 

栄

・
松
島
・
中
川
の
支
所
廃
 
 

止
に
よ
っ
て
、
連
絡
業
務
等
は

左
記
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ロ
栄
支
所
、
 
コ
ミ
ユ
ニ
テ

イ
・
セ
ン
タ
ー
栄

（
。⑤
一
八

六
四
番
）
 

ロ
松
島
支
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
 

イ
・
セ
ン
タ
ー
松
島
開
設
準
備

室

（
旧支
所
、
。
④
二
九
四
一
一

番
）
 

ロ
中
川
支
所

ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
・
セ
ン
ター
中
川
（
。
⑥
二
〇

一
一
一番
）
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
い
つ

で
も
自
由
に
走
れ
る
ジ
ョ
ッ
ギ

ン
グ

・
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
次

の
要
領
で
開
設
し
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
開
設
期
間
 
四
月
二
十
九

日
ー
十
月
三
十

一
日
ま
で
 

ロ
利
用
時
間
 
自
由
で
す
。
 

ロ
コ
ー
ス
 
市
庁
舎
前
「
お

祭
り
広
場
」
ー
堤
防
ー
元
町
浄

水
場
ー
折
り
返
し
点
ー
八
幡
宮

神
社
ー
柳
町
ー
「
お
祭
り
広
場
」
 

（延
長
三
、
〇
〇
〇
U
)
 

希
望
者
に
は
、
ジ
ョ
ッ
ギ
ン
 
 

グ

・
マ
ラ
ソ
ン
の
 
「正
し
い
走

り
方
」
 
の
パン
フ
レ
ッ
ト
を
差

し
上
げ
ま
す
。
 

ロ
お
願
い
 

朝
五
時
か
ら
七
時
頃
ま
で
は
、
 

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
利
用
 

ロ
と
き
 
四
月
二
十
九
日
 

（
火
）
朝
六
時
か
ら
 

ロ
集
合
場
所
 
市
庁
舎
前
 

市
ス
ポ

ー
ッ
少
年
団

本
部
で
は
、
五
十
五
年

度
の
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団

の
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。
 

ロ
現
在
参
加
し
て
い

る
少
年
団
 
五
小
、
南

小
…

・
野球
、
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
、
中
央
小

・
・

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
栄
 
 し

ま
す
の
で
、
堤
防
へ
の
自
動

車
の
乗
り
入
れ
を
ご
遠
慮
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
お
聞
い
合
わ
せ
先
 

市
教
育
委
員
会

‘
保
健
体
育

課

（
。④
三
一
九

一
番
）
 

お
祭
り
広
場
」
 

参
加
者
に
は
、
記
念
品
を
贈
 

り
ま
す
。
 

小
、
五

一
中
…
・
野
球
 

（以
上
学
校
部
活
動
型
）
 

柔
道
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
剣
道
（
以
上
施
設

活
動
型
）
 

と
く
に
、
学
校
部
活

動
の
．み
な
さ
ん
方
の
参

加
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 

市
教
育
委
員
会

・
保

健
体
育
課
（
。
④
三
一

九

一
番
）
 

【
 

燃
島
、
中
川
支
所
を
廃
止
柳
日
が
湖
 

ョ
、ど
月
一一
歯
授
，

一
「
喜溺
ぢ
羨
一
 

業
務
ば
コ
ミ
ユ
ーニ
テ
イ
聴
ゆで
 

「走
り
初
め
会
」
 

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ

・
マ
ラ
ソ
ン
 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
 

団
員
を
募
集
中
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鉱
住
宅
購
入
希
望
者
を
募
集
 

「お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
ス
タ
ー
ト
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社

で
は
、
 

広
田
団
地
に
造
成
し

て
い
る

一

般
分
譲
住
宅
の
購

入
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。
 

一
般
分
譲
住
宅
は
、

譲
渡
予
 

広
 
田
 
団
 
地
 

定
価
格
と
住
宅
金
融

公
庫
融
資

予
定
額
と
の
差
額
で
あ

る
自
己

負
担
金
を
一
回
ま
た
は
二
回
で

支
払
い
す
る
も
の
で

す
。
 

土
地
付
き
一
戸
建

て
の
分
譲
 
 

住
宅
で
、
今
年
十

一
月
頃
入
居

で
き
る
予
定
で
す
。
 

ロ
募
集
戸
数
 

ニ
十
戸

（予

定
）
 

ロ
受
付
期
間
 
五

月
下
旬
か

ら
六
月
上
旬
の
予
定
 

ロ
受
付
及
び
お
間
い
合
わ
せ

市
都
市
計
画
課
（
。
⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
ニ
三
二
番
）
 

今
年
も
「
お
は
よ
う
サ
イ
ク

リ
ン
グ
」
 
が次
の
日
程
で

始
ま

り
ま
す
。
 

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ご
参
加

下
さ
い
。
 

ロ
開
催
日
 
五

月
か
ら
九
月

ま
で
の
毎
月
第
一
日
曜
日
（
雨

天
の
場
合
は
、
第
二
日
曜
日
）
 

計
五
回
 

ロ
コ
ー
ス
 
毎
回
変
わ
り
ま

す
。
 
（
約
十
ー
十
五
キ
ロ
M
)
 

ロ
受
付
け
 
毎

回
午
前
五
時

三
十
分
か
ら
市
民
文
化
会
館
前
 

（午
前
六
時

に
出
発
、
八
時
解

散
）
 

ロ
参
加
者
 
原
則
と
し

て
小
 

市
教
育
委
員
会
で

は
、
婦
人
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
応
募

下
さ
い
。
 

現
在
活
躍
し
て
い

る
ク
ラ
ブ
は
、
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
 

テ
ニ
ス
が
あ
り
ま
す
。
 

健
康
で
明
る
い
家

庭
づ
く
り
の
た
め
に

も
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

ロ
お
申
込
み
先

市
教
育
委
員
会

・

保
健
体
育
課
（
。
④
 

」
二
九

一
番
）
 
 

学
三
年
以
上

（
た
だ
し
、
父
兄

同
伴
な
ら
そ
れ
以
下
で
も
よ

い
）
 

男
女
 

口
障
害
保
険
料
 
ス
ポ

ー
ツ
 

超
難
聴
者
に
朗
報
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
で
は
、
 

難
聴
度
が
四
ー
六
級
程
度
の
難

聴
者
及
び
相
手
の
声
が
聞
き
と

り
に
く
い
お
年
寄
り
に
、
普
通

の
電
話
機
の
音
の
十
八
倍
に
調
 

節
で
き
る
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
 
「め
 
 

障
害
保
険
料
と
し
て
、
 一
人
年

間
児
童
生
徒
が
三
百
四
十
円
、
 

一
般
四
百
円
必
要
で
す
。
 

い
り
ょ
う
」
 
を発
売
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
度
は
二
級
程
度
ま

で
の
超
難
聴
者
の
方
を
対
象
に

相
手
の
声
を
頭
部
の
骨
に
振
動

さ
せ
て
聞
く
骨
伝
導
方
式
の
電

話
機
、
シ
ル
バ

ー
ホ
ン
 
「ひ
び

き
」
を
発
売

す
る
こ
と
に
な
り

り
ま
し
た
。
 

料
金
は
、
基
本
料
金
の
ほ
か

月
額
九
百
円
と
低
価
格
と
な
っ

て
お
り
、
電
話
局
の
窓
口
に
こ

の
シ
ル
バ

ー
ホ
ン
「
ひ
び
き
」
 

を
備
え
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
 

テ
ス
ト
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

連
絡
先
 
五
所
川
原
電
報
電
話

局
、
第

一
営
業
課

（
。④
二
〇

〇
〇
番
）
 

くらしと趣味の教室 
市勤労青少年ホームでは、次の日程で「くらしと趣味 

の教室」を開催します。 

ふるってご応募下さい。 

ロ受講資格 市内に住所または勤務先を有する15歳 

以上30歳までの勤労青少年（申し込みと同時に会員登録 

をして下さい。） 

ロ受講料 無料。 （ただし教材費は自己負担） 

ロ申込み締切り 4 月26日。 

ロ申込み先 市勤労青少年ホーム‘a④）3 6 0 2 番） 

なお、お申し込みは、以前に受講された方でも結構です。 

教 室 名 男女別 と 	き 曜日 回数 定員 

生 花 教 室 男・女 4 月28日から 7月14日まで 月 10回 15人 

陶 芸 教 室 ク 	ク 4 月30日から 7月30日まで 水 14回 15人 

ク
 
一
フ

シ
ギ
 
ッ
タ
 
ク

一
 

教
 
室
 

ク 	ク 4 月30日から 7月30日まで 水 14回 10人 

空 手 教 室 ク 	ク 5 月1日から 7月 3日まで 木 10回 20人 

着 付 教 室 女 5 月1日から 7月 3日まで 木 10回 20人 

社交ダンス教室 男・女 5月 2 日から 7月4 日まで 金 10回 20人 

写 真 教 室 ク 	ク 5月2 日から 7月4 日まで 金 10回 10人 

茶 道 教 室 ク 	ク 5 月 2 日から 7月4 日まで 金 10回 10人 

婦人スポーツクラブ員を募集 

第

一
回
「お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
 

ロ
と
き
 
五

月
四
日

（
日
）
午
前
六
時
か
ら
 

」一
 
ロ

受
付
け
 
午
前

五
時
三
十
分
か
ら
市
民
文
化
会
館
前
 

《
 

毎
回

の
参
加
者
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
 

『
 
ロ

お
間
い
合
わ
せ
先
 

【
 
市

教
育
委
員
会

・
保
健
体
育
課
（
廿
④
三

一
九
一
番
）
 



 

計量器（はかり）の定期 

検査を受けて下さい 

 

  

  

55年度の計量器（はかり）の定期検査を次の日程で行います。 

商店、農業経営者などではかりを使用している方は、年1回の

定期検査ですので必ず受けて下さい。 

ご注意 

 

I 検査当日は、通知書（はがき）、印鑑、検査料をご持参下さい。 

2 検査を受けないはかりは使用することができません。 

3 通知書の期日に検査を受けられない方は、ほかの場所でも受 

けられます。 

4 期間中に検査を受けないと県計量検定所（青森市）で受検し 

なければなりません。 

5 検査料は、昨年度と同じです。 

一
 
目
 

ー
 
J
ノ

・
し
 

一
 

伊
り
た
い
方
は
 

期 	日 時 	間 場 	所 

5月 6日 因 午前10時30分から正午まで 市役所毘沙門支所 

ク 午後1時から 3時まで 市役所飯詰支所 

5月 7日 困 午前十時から 3時まで 市農協三好支所 

5月 8日 困 午前10時から正午まで 市役所旧中川支所 

ク 午後1時から 3時まで 松島第 I農協 

5月 9日 金 午前10時から11時30分まで 市農協栄支所 

ク 午後1時から 2時30分まで 市役所梅沢支所 

5月12日 旧） 午前10時から11時30分まで 長橋支所 

ク 午後1時から 3時まで 七和支所 

5月13日 因 午前 9時30分から 3時まで 市民文化会館 

5月14日 困 ク ク 

5月15日 困 ク ク 

帯
内
の
資
産
証
明
書

一
通
 

（
廿
⑤
二

一
一
一
番

・
内
線
一
一
 

3
 
届
出
印
鑑
 

三
〇
番
）
 

ロ
届
出
先
 
市
農
業
委
員
会
 

検 査 日 程 

五
所
川
原
民
謡
協
会
 

（長
尾
武
一
会
長
、
会

員
五
十
人
）
は
三
月
十

八
日
、
養
護
老
人
ホ
ー
 

ム
 
「く
る
み
園
」
を
慰

間
し
、
お
年
寄
り
た
ち

に
自
慢
の
津
軽
民
謡
・

手
踊
り
を
披
露
し
喜
ば

れ
ま
し
た
。
 

ー
写
真
上

廿
 

●
 

声謡協会会員 
L―「くるみ園」を慰間 

故
で
す
。
 

昭
和
五
十

四
年
を
見

ま

す
と
、

自
転

車
乗
車
中
の

死
者
は
千
七

人
（
交
通
事

故
死
者
全
体

の
一
一
・
九
 

%
）
、バ
イ
ク

乗
車
中
の
死

者
は
七
百
七

十
四
人
（
同

九
・
一

％

)
 

と
な
っ

て
い

ま
す
。
 

事
故
原

因

を
見
て
み
ま

す
と
、
手
軽
 

（
、
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四
月
三
十
日
ま
で
届
出
を
 

昭
和
五
十
五
年
度
の
「
農
地

移
動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
事
業
」
 

で
、
農
地
を
買

い
た
い
方
、
ま

た
は
借
り
た
い
方
は
、
 
「あ
つ

せ
ん
譲
り
受
け
等
候
補
者
名
簿
」
 

に
登
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
あ

っ
せ
ん
事
業
の
適
用
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
、
現
在
、
あ
る
い

は
将
来
農
地
を
買
い
、
ま
た
は

借
り
て
経
営
規
模
を
拡
大
す
る
 
 

計
画
の
あ
る
方
は
、
四
月
三
十

日
ま
で
に
市
農
業
委
員
会

へ
届

出
し
て
下
さ
い
。
 

五
十
四
年
度
の
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
新
た
に

登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
次

の
関
係
書
類
等
を
持
参
の
う
え

届
出
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
関
係
書
類
 
1
登
録
者
の

住
民
票
抄
本
一

通
、
2
同
一
世
 

【
 

ち
ょ

っ
と
自
転
車
で

買
い
物
に

：
二
 
と
、手
軽

に
乗
れ

る
自
転
車
や
バ

イ
ク
（
原

付
き
自
転
車

」
 

と
こ
ろ
で

あ
な
た
は
、

自
転
車
や
バ

イ
ク
を
運
転

中
に
ヒ

ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
 

現
在
、

わ
が
国
の
自
転
車

保
有
台
数

は
約
五
千
万

台
、
バ
イ
ク
は
約
七
百
七
十

万
台
と
、
こ
こ
数
年
増

加
の
一

途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
い
、
 

依
然
と
し
て
高
い
比
率
を
占

め
て
い
る

の
が
死
亡
事
 



毎月1日は 

「省工ネルギーの日」 

です 

石油消費節約7％を

達成するため、このほ

ど政府は、毎月1日を 

「省エネルギーの日」 

とし、家庭はもちろん

職場、地域社会などを

中心にミ省ェネ国民運

動さをより一層盛り上

げていくことを決めま

した。 

大
型
車
の
死
角
か
ら
逃
げ
よ
う
 

自
転
車
や
バ
イ
ク
は
車
体

が
小
さ
い
の
で
、
大
型
車
の

左
後
方
の
“
死
角
”
に
入
り

が
ち
で
、
後
輪
に
よ
る
巻
き

込
み
事
故
に
あ
う
危
険
が
あ

り
ま
す
。
 自
転
車
や
バ
イ
ク
 

の
運
転
者
は
大
型
車
の
動
き

に
注
意
し
、
と
く
に
交
差
点

の
手
前
な
ど
で
は
、
大
型
車

を
や
り
す
ご
し
て
か
ら
横
断

し
ま
し
ょ
う
。
 

国
民
年
金
は
、

歳
を
と
っ
た

り
、
母
子
世
帯
に
な
っ

た
こ
と

な
ど
に
よ
っ
て
所
得
が
な
く
な

っ
た
り
、
少
な
く
な
っ
た
人
に

対
し
て
、
年
金
を
支
給

す
る
こ

と
に
よ
っ

て
所
得
の
保
障
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
国
民
年
金
で
は
、
 

年
金
額
を
見
直
し
、

そ
の
充
実

改
善
を
図
る
こ

と
と
し
て
、
昨

年
七
月
に
拠
出
年
金
、

八
月
に

福
祉
年
金

の
年
金
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
年
も
引
き
上
げ

ら

れ
る
予
定
で
す
。
 

程
 

年
金
給
付
は
、

保
険
料
の
積

立
金
と
国
庫
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
の
で
、
年
金
給
付
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

保
険
料

の
額
の
引
き
上
げ
も
行
 

国
民
年
金
は
、
農
業
や
商
業

な
ど
自
営
業
者
は
強
制
加
入
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
主
人
が

厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
し
て
い

る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
様
、
昼
 

・

間
部
の
大
学
生
な
ど
は
、
い
つ
 

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
保

険
料
の
額
が
昭
和
五
十
五
年
四

月
分
か
ら
月
三
、
七
七
〇
円
に

改
正
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

な
お
、
四
月
中
に
五
十
五
年

度
分
を
前
納
し
ま
す
と
、
定
額

一
年
分
で
二

O
九
〇
円
、
附
加

一
年
分
で
一
、
二
一
〇
円
割
引

に
な
り
ま
す
。
 

で
も
希
望
し

て
加
入
で
き
ま
す
。
 

現
在
全
国

で
七
六
〇
万
人
の

希
望
加
入
者
が
あ
り
ま
す
が
、
 

そ
の
大
多
数
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
様
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

奥
様
が
国
民
年
金
に
加
入
、
 

納
付
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
将

来
ご
主
人
は
職

場
で
加
入
し

て

い
る
年
金
制
度

か
ら
、
奥
様
は
 

,
 

国
民
年
金
か
ら
と
、
ご
夫
婦
そ

ろ
っ
て
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
不
慮
の
事
故
に
あ
っ

た
と
き
は
、
障
害
年
金
や
母
子

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

い
ぎ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
 

そ
し
て
老
後
の
た
め
に
、
あ
な

た
も
加
入
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
も
う
納
め
ま
し
た

か
。
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
も
う
一
度
お
調
べ

下
さ
い
。
五
十
四
年
度

分
は
四
月
中
に
納
め
て

下
さ
い
。
 

も
し
、
期
限
ま
で
に

納
め
ま
せ
ん
と
、
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

そ
ん
な
と
き
、
あ
わ

て
て
保
険
料
を
納
め
て

も
間
に
合
い
ま
せ
ん
の

で
、
保
険
料
は
必
ず
期

限
ま
で
に
納
め
て
下
さ
 

、
。
 

,
 

（
 
こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん
 
）
 

四
月
か
ら
 

国
民
年
金
の
保
除
料
が
改
正
 

胃腸病検診の市農協関係日 

月 	日 受付時間 検診開始時間 検 診 場 所 

4・22 午前 6時 
午前 6時～ 

8時30分 
市民文化会館前 

検診車 

4・23 ク ク ク 

4・24 ク ク ク 

4・25 ク ク ク 

奥
様
に
も
年
雑

入
 

し
つ
でも
ー
一
 

なお、各自の受診日は通知書記載の指定日です。 

忘れたら大変.ク国民年金の保険料 

に
乗
れ

る
た
め
か
、
運
転
技
術
の
未
熟

や
基
本
的
な
交
通
ル
ー

ル
の
無
視
な
ど

が
め
だ
っ

て
い
ま
す
。
 

自
転
車
や
バ

イ
ク
の
「
安
全
な
乗
り

方
」
を
、

あ
ら
た
め
て
チ
ェ
ッ

ク
し

て

み
ま
し
ょ

う
。
 

体に合った自転車

を選んでますか？ 
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教
育
振
興
基
金
に

と
五
万
円
寄
付
 

市
内
俵
元
、
伊
藤
と
き
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、
財
団
法
人
市
教

育
振
興
会
の
基
金
に
役
立
て
て

下
さ
い
と
五
万
円
を
寄
付
し
ま

し
た
。
 

亡
く
な
っ
た
ご
主
人
の
元
市

教
育
委
員
長
定
一
氏
の
香
典
返

し
で
贈
っ
た
も
の
で
、
ご
子
息

の
冷
さ
ん
が
鈴
木
教
育
長

へ
手

渡
し
し
ま
し
た
。
‘
写
真
上

ー
 

広
報
の

紙

質
を
変
更
 

毎
月
二
回
（
一
日
・
十
五
日
）
 

発
行
し
て
い
る
広
報
ご
し
ょ
が

わ
ら
の
紙
質
を
、
経
費
節
約
の

た
め
四
月
十
五
日
発
行
分
か
ら
 

 

   

 

こ
れ
ま
で
の
コ
ー
ト
紙
か
ら
ピ
 

レ
ー
ヌ
紙
に
変
更
し
ま
し
た
の
 

で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
 

   

百
円
玉
の
使
え
る
卓
上
型
黄
電
話
 

市
内
五
＋
五
カ
所
に
お
目
見
え
 

【
 

プ
 

昭和55年（1980年）4月15日（469号） 	⑧ 

環
境
緑
化
ま
つ
り
へ
ど
う
ぞ
 

（第3種郵便物認可） 

ロ
と
き
 
四
月
一
一

十
五
日
（
金
）
か
ら

二
十
九
日
（
火
）
ま

で
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
庁

舎
前
「
お
祭
り
広
場
」
 

（
開会
式
は
、
四
月

二
十
五
日
（
金
）
午

前
十
時
か
ら
お
祭
り

広
場
で
行
い
ま
す
。）
 

期
間
中
の
行
事
内

容
は
、
次
の
と
お
り
 

行
政
管
理
庁
で
は
、
当
市
住

民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
等
の

相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
手

助
け
す
る
た
め
、次
の
方
を
「
行
 
 

で
す
。
 

ロ
庭
園
樹
等
の
展
示
即
売
会

一
般
庭
園
樹
、

は
ち
花
類
、
 

園
芸
用
品
 

ロ
校
庭
樹
を
贈
呈
 

市
内
小

・
中
学
校
を
対
象
に

贈
呈
、
植
樹
指
導
も
行

い
ま
す
。
 

（
市内
小
・
中
学
校
の
入
学

児
童
、
生
徒
に
入
学
記
念
樹
も

贈
り
ま
す
Q)
 

ロ
苗
木
の
無
償
配
布
 

政
相
談
委
員
」
に
委
嘱
し
て
お

り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
大
字
姥
庖
字
桜

木
 

【
 

ロ
鉢
植
実
技
講
習
会
 

ロ
と
き
 
四
月
二
十
六
日
 

（
土
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お

祭
り
広
場
」
 

期
間
中
は
、
ほ
か
に
一
般
市

民
を
対
象
に
会
場
内
で
 
「花
と

緑
の
相
談
所
」
、
「花
と
緑
の
交

換
会
」
を
開
設
す
る
ほ
か
、
・
「緑

の
羽
根
」
の
募
金
も
行

い
ま
す
。
 

行
政
相
談
委
員
 
坂
本
甚
作
 

（
廿
五
ー
三
〇
四
八
番
）
 

五
所
川
原
市
柳
町
八
 

行
政
相
談
委
員
 
成
田
栄
一
 

費
四
ー
三
〇
二
八
番
）
 

相
談
は
、
無
料
で
ロ
頭
、
電

話
、
手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で

も
よ
く
、
相
談
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
は
、
秘
密
を
守
り
親

身
に
お
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

相
談
の
内
容
は
、
役
所
の
仕

事
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何

で
も
よ
く
、
例
え
ぱ
、
恩
給
、
 

年
金
、
登
記
、
国
税
、
保
険
、
 

生
活
保
護
、
環
境
衛
生
、
農
地
、
 

郵
便
、
道
路
、
交
通
、
公
営
住

宅
、
河
川
、
公
害
、
そ
の
他
一

般
許
認
可
、
国
鉄
、
電
々
、
専
売
、
 

公
団
、
公
庫
、
事
業
団
等
の
こ

と
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

ロ
対
象
者
 
広

田
、
み
ど
り
町
に

住
ん
で

い
る
方

ロ
申
込

み
期
間

四
月
＋
五
日
ー
四

月
三
十
日
ま
で

ロ
申
込
み
先

市
内
み
ど
り
町
三

丁
目
四
三
、
中
谷

ミ
サ
ヲ
 

（
廿
④
三
六
二
一
一

番
）
 

除

厄
祈

願
実

行
委

で
 

ニ
万

五
千

円
寄

付
 

昭
和
五
十
五
年
除
厄
祈
願
祭

実
行
委
員
会
（
斎
藤
千
秋
委
員

長
）
は
四
月
七
日
、
図
書
購
入

費
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
除

厄
祈
願
祭
の
決
算
剰
余
金
二
万

五
千
円
を
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。
 

ー
写
真
左

ー
 

三
月
中
旬
、
市
内
の
繁
華
街

五
十
五
カ
所
に
百
円
玉
の
使
え

る
黄
色
の
卓
上
型
公
衆
電
話
が

登
場
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
従
来
の
赤
電
話
で

は
百
円
玉
が
使
え
な
い
の
で
、
 

遠
距
離
通
話
や
長
時
間
電
話
に
 

不
便
で
改
良
し
て
ほ
し
い
、
と

い
う
要
望
に
応
え
新
し
く
開
発

し
た
公
衆
電
話
で
す
。
 

こ
の
黄
色
の
卓
上
型
公
衆
電

話
は
、
十
円
硬
貨
と
百
円
硬
貨

が
併
用
で
き
、
 一
度
に
十
円
硬

貨
が
五
枚
・
百
円
硬
貨
が
四
枚

投
入
で
き
ま
す
。
 

相
手
に
つ
な
が
っ
た
と
き
は
、
 

十
円
硬
貨
か
ら
先
に
収
納
さ
れ
、
 

十
円
硬
貨
が
な
く
な
る
と
順
次

百
円
硬
貨
が
収
納
さ
れ
ま
す
が
、
 

つ
り
銭
は
で
ま
せ
ん
。
 

停
電
時
は
緊
急
通
話

（
一
一

〇
番

・
一
一
九
番
）
以
外
は
使

え
ま
せ
ん
。
 

番
号
案
内
（
一
〇
四
番
・
一

〇
五
番
）
や
故
障
受
付

（
一
一

三
番
）
は
無
料
で
す
が
、
申
込

み
通
話

（
一
〇
〇
番
）
や
電
報

の
発
信
（
一

一
五
番
）
は
で
き

ま
せ
ん
。
 

（
五
所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

25日から「花と緑の市」 役
所
の
仕
事
で
お
悩
み
の
方
は
 

行
政
相
談
委
員
へ
 

学級生（55年度）募集 

「ひまわり婦人学級」 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
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